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一
、

は

じ

め

に

一
八

九

七
年

一
二
月

一
六

日
、

ヨ
ー

ロ
ッ
パ
訪

問

か
ら
帰

国

し
た

チ

ュ
ラ

ロ
ン

コ
ン
王

(
ラ
ー

マ
5
世
)
は

そ

の
帰

朝
演

説

で
次

の
様

に

述

べ
た

。

「
我

々

の
土
ハ通

の
目
的

は
良

き

法
、

良

き

裁
判

、

そ

し

て
、

慈

父

の
如

き
行

政

に
も

と
つ

い

て
サ

マ
ー

ム
王
国

の
繁
栄

を
築

く

こ
と
に

あ

(
1

)
る
。
」こ

の
演
説
内
容

は
そ
の
後
、
数
週
間
後

に
具
体
化

さ
れ

て
い

っ
た
。

す
な
わ
ち
、
同
年
、
国
王
は
近
代
的
刑
法
編
纂

委

員

会

を

設

置

(
2
)

(
3

)

し
、
七
人

の
編
纂
委
員

に
近
代

刑
法
典

の
起
草
を
命

じ
た
。

こ
こ
に
タ
イ
国
近
代
法
典
編
纂
事
業

の
第

一
歩
が
開
始
さ
れ
た

の
で
あ

る
。

民
商
法
典
に
関

し
て
は
、

一
九
〇
八
年

に
編
纂
委
員
員
会
が
設
置

さ
れ
、

そ

の
後
、
約

三
十
年

の
長
期

に
渡

り
慎
重

に
検
討

さ
れ
、
第

一
編
総
則
及
び
第

二
編
債
権

は

一
九

二
一二
年
に
、
第

三
編
契
約

は

一
九
二
五
年
に
、
第

四
編
物
権

は

一
九

三

一
年
に
、

そ
し
て
、
第

五
編

(
4
)

親
族
及
び
第
六
編
相
続

は

一
九

三
五
年
に
そ
れ
ぞ
れ
公
布
施
行

さ
れ
た
。

こ
れ
ら

の
法
典
編
纂
事
業

は
当
時

、
西
洋
諸
国
及
び
目
本
と
締
結

さ
れ
た
、

い
わ
ゆ

る
、
不
平
等
条
約

の
改
正
を
重
要
な
契
機

と
し
て

(
5

)

お
り
、

こ
の
辺

の
事
情

は
明
治

維
新
後
、

日
本
が
経

た
過
程
と
類
似

し
て
い
る
。

(
6

)

従

っ
て
、
法
典
編
纂

に
お
い
て
手
本

と
さ
れ
た

の
は
西
洋
近
代
法
典

で
あ

っ
た

こ
と
は
言
う
ま
で
も
な

い
。
た
だ
、
当
時

日
本

で
は

一

八
九
〇
年

に
は

一
応

の
近
代
法
典
が
整
備

さ
れ
て

い
た

の
で
、

タ
イ
近
代
法
典
起
草
に
お

い
て
は
、

日
本
法
も

か
な
り
参
考

に
さ
れ
た
よ

(
7

)

う

で
あ

る
。

さ
て
、
以
上

の
様

に

一
入
九
七
年

に
開
始
し
た
法
典
編
纂
事
業

は

一
九

三
五
年

に
よ
う
や
く
完

了
し
、

一
九

三
二
年

の
立
憲
革
命
に
よ

(
8
)

り
公
布
さ
れ
た
憲
法

と
合

わ
せ
、

こ
こ
に
憲
法
を
頂
点

と
し
た
法
体
系
が
成
立

し
た

の
で
あ
る
。



(
9

)

し

か
し
、

注

目

す

べ
き
点

は
、

元
来

タ

イ
国

に

は
、

三
印

法
典

と
呼
ば

れ

る

一
大
法

典

が
存

在

し

た
事
、

そ

し

て
、

さ
ら

に
近
代

的

法

(
10

)

典
が

そ
れ
ぞ
れ
施
行

さ
れ
る
ま
で
、

こ
の
三
印
法
典

は
な
お
効
力
を
有

し
て
い
た
事
実

で
あ
る
。

本
稿

で
取

り
挙
げ
よ
う
と
す
る
婚
姻

に
関

し
て
、
右

三
印
法
典
に
収
め
ら
れ

て
い
る

「夫
婦
法
」
が
重
要

で

あ

る
。
そ

し

て
、

こ

の

「夫
婦
法
」
及
び
そ
れ
に
関

す
る
付
属
法

は
、
現
在

で
も
な

お
、

一
九

三
五
年
十
月

一
日

(
旧
家
族
法
の
施
行
日
)
よ
り
以
前

に
結

婚

し

た

(
11

)

者

に
対
し

て
は
有
効
な

の
で
あ
る
。

従

っ
て
、
民
商
法
典
成

立
前

の
婚
姻
規
定

と
民
商
法
典
中

の
そ
れ

と
に

つ
い
て
考
察
す

る
こ
と
は
、
タ
イ
国
が
自
国

の
伝
統
的
文
化
を

ど

の
様

に
近
代
化
過
程

の
中

で
取
り
扱

っ
て
い

っ
た
か
を
理
解

す
る
上

で
興
味

あ
る
事
例

で
は
な

い
か
と
考

え
ら
れ
る
。

本
稿

で
私
が
注

目
す
る
の
は
、

タ
イ
婚
姻
法
中
、
特

に
我
が
国
婚
姻
法

に
な

い
規
定
、
婚
約
条
項

に

つ
い
て
で
あ
り
、
そ
れ
が
、
タ
イ

近
代
的
民
商
法
典
成
立
前
及
び
成
立
後
今

日
に
到

る
ま
で
、
ど

の
様

に
変
遷

し
て
来

た
か
に

つ
い
て
若

干

の
考
察
を
試

み
る
も

の
で
あ

る
。

二
、

タ
イ

の
伝
統
的
婚
約
慣
行
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婚
姻
法
を
考
察

す
る
前

に
、
ま
ず

タ
イ
の
婚
約
慣
行

に

つ
い
て
見

て
み
よ
う
。

(
12

)

タ
イ

の
結
婚
慣
習

に
よ
る
と
、
結
婚
前
に
婚
約

の
儀
式
を
取
り
行
う

こ
と
と
さ
れ

て
い
る
。

婚
約

は
次

の
順
序

で
行
な
わ
れ
る
。

(
13

)

ま
ず
、
男
性
側

の
仲

人
が
女
性
側

の
仲

人
に
会

い
に
行
き
、
女
性
側

の
意
向
を
確

か
め
る
。
女
性
側
は
男
性

の
生
年

月

日

時

間

を

問

い
、
女
性

の
生
年
月

日
時

と
照
ら

し
合

わ
せ
、

い
わ
ゆ
る
相
性
が
良

い
と
判
断

さ
れ
、
又
、
女
性

も
承
諾

す
れ
ば
次

に
女
性
側

は
男
性
側

(
14

)

に
結

納
を
求

め
る
。

ヘ

へ

右

の
結

納

と

は

次

の

二
種

類

に

分

か

れ

る
。

つ
ま

り

、

閤
げ
。
。
αq
げ
ヨ
⇔
口

と

ω
三
口
8
0
匹

で
、

閑
ず
。
o
αq
ゲ
8
碧

と

は

男

性

が

女

性

に
対

し
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て
差

し
出
す
金
品

で
あ

り
、

ω
露
島
。
。
α

と
は
男
性
が
女
性

の
親

又
は
後
塘
か
に
対

し
て
差

し
出
す
金
品

の
事

で
臥
糖
。

女
性
側
は

こ
の
結
納

の
内
容
、
額
等

に

つ
い
て
、
男
性
側

に
自
由

に
要
求
す
る

こ
と
が

で
き

る
。
男
性
側
が
女
性
側

の
要
求
通
り
結
納

(
16

)

を

差

し
出

す

事

に
承
知

し

た
揚
合

、
次

に
婚

約

式

の
日
取

り

に

つ
い
て
話

し
は
進

む
。

婚
約

式

に

は
男

性
側

か
ら
女

性

側

へ

囚
げ
。
。
σq
ゲ
8
き

と

ω
臣
ロ
ω。
o
鎚

が
差

し
出

さ

れ

る
。
古

く

は

凶
ゲ
。
。
αq
ゴ
ヨ
き

は
黄

金

が
使

わ

(
17

)

れ

た

よ
う

だ
が

、
後

に

(特
に
今
日
)
首

飾

り
指
輪

等

が
用

い
ら

れ

る
よ
う

に

な

っ
た
。

右
の

奪

尋

暴

島

葺

.・§

は
婚
約
式
の
証
拠
及
び
当
該
女
性
と
結
婚
す
る
旨
の
保
証
と
し
て
差
し
出
さ
れ
る
金
品
で
麓

・
従

っ
て
、
も

し
男
性
側
が
婚
約
違
反
を
し
た
揚
合
、
女
性
側
は
返
還

し
な
く

て
も

よ
く
、
反
対
に
女
性
側
が
婚
約
違
反
を
し
た
場
合

は
返
還

(
19

)

し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
さ
れ

る
。

又
、
男
性
女
性
相
方

の
仲

人

.
親

が
そ
れ
ぞ
れ
良
く
知

り
合

っ
た
間
柄

で
あ
れ
ば
婚
約
式
を
特
別

と
り
行
な
わ
な
く

て
も
よ

い
と
さ
れ

菊
以
上
が
、
伝
統
的

に
タ
イ

で
行

わ
れ
て

い
る
婚
約

の
順
序

で
あ

る
が
、

こ
の
婚
約
に

つ
い
て
タ
イ
古
法

で
あ

る

三

印

法

典

中

「
夫
婦

法
」

で
は
ど

の
様

に
記
述
さ
れ

て
い
る
で
あ
ろ
う

か
。

次
節

で
は
、
「夫

婦
法
」

に

つ
い
て
検
討

し
て
み
よ
う
。

三
、

三
印
法
典

に
お
け

る
婚
約
規
定

前

述

の

「夫

婦

法
」

の
成

立
年
代

に

つ
い
て

は
、

そ
れ
が

ス

コ
ー

タ
イ
朝

期

以
前

な

の
か
、

ス

コ
ー

タ
イ
朝
期

な

の
か
、

あ

る

い
は

ア

ユ
タ

ヤ
朝

期

な

の
か
に

つ
い
て
は
未

だ
定

説

に
到

っ
て

い
な

い
。

た

だ
、

右

「夫

婦

法

」

の
冒

頭

に

は
仏

暦

一
九

〇

四

年

(西
歴

一
三
六

(
22

)

一
年
)
に
公
布
さ
れ
た
と
記
る
さ
れ
て

い
る
に
す
ぎ
な

い
。

ア

ユ
タ
ヤ
朝
期

が
西
歴

=
二
五
〇
年

か
ら

一
七
六
七
年

で
あ

る

か

ら
、
少
な



347タ イ国婚姻法にみる伝統的観念

く
と
も

ア

ユ
タ
ヤ
朝
期
に
は
す

で
に
成

立
し
て
い
た
も

の
と
考

え
ら
れ

る
。

そ

の
後

、

こ
の

「夫
婦
法
」
以
外

に
夫
婦
間

の
法
的
関
係
を
定

め
る
勅
令
が
公
布

さ
れ
た
。
例

え
ば
、
国
げ
ロ
コ
町
巴
コ
舞
.鋤
鋤
一
と

ζ
。
①
,

口
器
αq
σq
。
卑

と

の
間

の
離
婚
訴
訟
を
発
端
と
し
て
発
布
さ
れ
た
仏
暦

一
九
〇
五
年

の

「
離
婚
に
お
け
る
夫
婦
共
有
個
有
財
産

の
分

割

に

関

す
る
勅
令
」
、

そ
し
て
、

そ
の
後
、
約

四
〇
〇
年
た

っ
た
仏
暦

二
三
四
七
年

の

「
夫
婦
財
産
証
書

の
な

い
場
合

の
離
婚
に
お
け
る

夫

婦

共

有
個
有
財
産

の
分
割

に
関
す

る
勅
令
」
等
が
あ
り
、

ラ
ー

マ
五
世
期

ま
で
種

々
の
右

の
様

な
夫
婦
間

の
法
的
関
係
を
定

め
る
勅
令
が
発
布

(
23

)

さ

れ

た

。

(
42

)

又
、
夫
婦
間

の
法
的
関
係
を
規
定

し
た
内
容
を
も

つ
条
項
が
種

々
の
勅
令

の
内
に
散
在

し
て

い
る
と
言
わ
れ
て

い
る
。

従

っ
て
我

々
は
、
民
商
法
典
成

立
以
前

の
婚
姻
に
関
す

る
規
定
を
考
察

す
る
場
合
、

三
印
法
典
中

の

「
夫
婦
法
」

の
み
を
対
象

と
し
た

の
で
は
不
充
分

で
あ
り
、
ラ
ー

マ
五
i
六
世
期
ま

で
に
発
布

さ
れ
た
種

々
数

々
の
勅
令
中
に
散
在
す

る
夫
婦
関
係
規
定

を
合

わ
せ
て
考
察

し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

し
か
し
、
残
念

な
が
ら
、
筆
者

は
こ
れ
ら
散
在
す
る
諸
規
定
を
集

め
た
文
献

に
は
出
会

っ
て
お
ら
ず
、
又
筆
者
自
身

で
こ
れ
ら
諸
規
定

を
集

め
る
事

は
能
力
外

で
あ

る
。

(
25

)

従

っ
て
、
本
稿

で
は
仏
暦

二
四
六

一
年

(西
暦

一
九

一
八
年
)
当
時

、
法
律
学
校

で
使
用

さ
れ

て
い
た
夫
婦
法
解
説
書

の
記
述
に
従

い
考

察
を
進

め
る

こ
と
に
し
た

い
。

第

一
節

で
見
た
通
り
、
タ
イ

の
結
婚
慣
習

で
は
伝
統
的
に
婚
約
式
が
初

め
に
取
り
行
な
わ
れ

る
。

(
26

)

婚

約

に
関

し

て

「
夫

婦

法

」
第

一
〇

五
条

、

一
〇

六
条

、

一
一
三
条

等

を

見

る
と

"
婚

約
"

(訳
『
日
9
5
)
の
語

が
有

り
、
婚

約

が
行

な

わ

(
27

)

れ

て

い
た
事

が

わ

か

る
。

前
述
の

「夫
婦
薙

嚢

」
に
よ
る
と
・
婚
約
は
女
禦

男
側
か
ら

漆

尋

ー

を
受
け
取

っ
た
日
な
い
し
、
'禦

し
か
の
利
益
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(
29

)

を

受

け

た

日

か
ら
成

立
す

る
と

さ
れ

て

い
る
。

こ
の

国
ゴ
o
o
σq
げ
8
鋤
口

の
額

、
内
容

な

ど
に

つ
い
て

は
互

い
の
合

意

に

も

と
づ

け
ば

よ

い
。

も

し
、
男

側

が
婚

約

に

お

い
て
取

り
決

め

た
結

婚
日
を
過
ぎ

て
も
嬉

し
な

い
場
合

は
、
女
側

は
そ
の

穿

曇

§

を
取
り
上
げ

る
こ
と
が

で
菱

・

又
・

ど
ち
ら
か

一
方
が

(
31

)

婚
約

違

反

行
為

を
行

っ
た
場

合

、
損
害

賠

償

を
請

求

で
き

る
と

さ
れ

る
。

右

に
見

る
様

に
、
囚
7
0
0
σq
ゲ
B
き

と
は
男

側
が

当

該

女

と
結

婚

す

る
約

束

を

し
、

そ

の
約

束

の
証
拠

と
し

て
差

し
出

す

金
品

で
あ

り
、

さ

ら

に
、

も

し
、

婚
約

内
容

通

り
結

婚

し
な

い
場

合

は
女

側

は
そ

の
物

を
取

り
上

げ

る

こ
と
が

で
き

閑
げ
o
o
σq
7
ヨ
碧

は

一
種

の

物

的

担

保

の
機

能

を
果

た

し

て

い
る
。

従

っ
て
、
区
げ
。
o
σq
ゲ
B
き

は
結
婚

を

原

因

に
女

側

の
所

有
物

と
な

る

の
で
あ

り
、

そ

れ
以
前

は
未

だ
男

側

に
所

有
権

が

あ

る

こ
と
に

な

る

。結

婚
後

は

写

・
尋

ヨ
き

は
妻

の
両
親
又
は
後
見
人

の
所
有
物

と
な

る
の
で
あ

り
・
妻

の
所
有
物

と
な

る
の
で

は

な
(磁
・

こ
の
点
注

意

せ

ね
ば

な

ら

な

い
。

さ

て
、

結

婚

に

よ

り

区
『
o
o
αq
げ
日
9
口

は
女

側

の
物

に
な

る
が

、
離

婚

の
場

合

、
女

側

は

囚
7
0
0
σQ
げ
ヨ
Q
⇔

を
男
側

に
返

還

し

な
け

れ
ば

な

ら
な

い
揚

合

が

あ

る
。

と

い
う

の
は
、
結

婚

後

、

し
ば

し
ば
妻

側

の
両
親

又

は
後

見
人

が

国
げ
。
o
σq
7
日
睾

を
当

該

夫
婦

に
譲

り
渡

し

て
し
ま

う

ケ

ー

ス
が

あ

る
。

こ
の
揚
合
、
譲

り
渡
さ
れ
た

穿

曇

ー

を

穿

§

事

帥
p・
!

呼

ぶ
・

そ
し

三

こ
れ
は
夫
婦

の
共
有
財
産

と
麓

・

し

か

し
、

も

し
離

婚

の
事

態
が

生

じ
た

ら
、
妻

は

こ

の

国
ぎ

o
σq
富
ぴ
≦
鋤
巴

を
夫

に
返

還

し
な

け
れ

ぼ
な

ら

な

い
と

さ
鉱
罷

。

反
対

に
、
妻

側

の
両
親

.
後

見
人

が

凶
ゲ
o
。
σq
げ
ヨ
碧

を
当

該

夫
婦

に
譲

ら

な
か

っ
た
時

は
、

た

と
え
離

婚

に
到

っ
て
も

妻

は

穴
プ
。
?

σQ
7
日
き

を
夫

に
返

す
必

要

は
な

い
。

又
は
、

こ

の
夫

婦
に

子
が

な

い
場

合
、

同

様

に
妻

は

囚
げ
。
。
σq
ゴ
ヨ
き

を
返

さ
な

く

て
漏
漕

。
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右

を

言

い
代

え

る
と
次

の
様

に
な

ろ
う
。

肉
げ
o
o
σq
げ
8
聾

口

は

一
旦

は
結

婚

に

よ

り
男

側

か
ら
妻

の
両

親

・
後

見

人

へ
所
有

権
が

移

る
。
も

し
、
両
親

が

当
該

夫

婦

に

囚
ぎ

。
σq
・

ゲ
ヨ
き

を

譲
渡

し
な

い
場

合

は
所
有

権

は
右

両
親

・
後

見

人

に

属
す

る
。

し

か

し
、
閑
ゲ
。
。
σq
ゲ
ヨ
き

が

夫

婦

に
譲

り
渡

さ

れ
た
場
合

、
所

ヘ

へ

有
権

は
当

該

夫

婦

に
再
度

移

転

す

る
。

だ
が

、
離

婚

に
到

っ
た
場

、

結
婚

生

活
期

間

は
関

係

な
く

、
妻

は
婚

約

当
初

、

夫

か
ら
提

供

さ

れ

た
金

品

、

す
な

わ

ち

囚
げ
。
。
σq
げ
日
⇔
ロ

を

夫

に
返

還

す

る
義

務

を
負

う
。

し

か

し
、
仮

に
当
該

夫

婦

に
譲

り
渡

さ
れ

た

穴
ゲ
o
o
σq
げ
ヨ
碧

つ
ま

り

国
げ
。
。
σq
窮
び
≦
帥
臨

が
金
銭

に
換
算

で
き

な

い
、

又

は
、

換

金

せ

ず

そ

の
ま

ま
所

有

し

て

い
た

の
な
ら

ば

、
妻

は
離

婚
時

に

そ

の

囚
げ
。
。
σq
ず
ヨ
舞

コ

の
分
与

を
得

る
権

利

は
な

い
と
解

釈

す

る
事

も

可
能

で

あ

ろ
う
が

、
逆

に
、
閑
げ
。
。
σq
げ
ヨ
き

が
結

婚

生

活
中

す

で
に
換

金

さ

れ
た
消

費

さ

れ

て
し

ま

っ
た

場

合

、
離

婚

に

際

し

妻

は

夫

に
、

閑
ゲ
o
o
σq
げ
日
⇔
口

と
同

額

の
金

品

を

返

還

し
な

け

れ
ば

な

ら
な

い

こ
と
に
な

り
、

不
合

理

な
結

果

と
な

る
。

ヘ

へ

そ

こ

で
、
仏

暦

二
四
四

三
年

(西
歴

一
九
〇
〇
年
)
に
勅

令

が
発

せ
ら

れ
、

離

婚

に
際

し

て
、

妻

は

訳
ぎ

。
σq
8
き

を

一
切
返

還

し
な

く

(
36

)

て
良

い

こ
と

と
な

っ
た
。

右

と
は

別

に
、
婚

約

後

、
結

婚

前

に
男
が

死

亡

し

た
揚
合

は
女
側

は

囚
ゴ
。
o
σq
ゲ
ヨ
き

を

返

還

し
な

け

れ
ば

な

ら

な

い
。

こ

の
場
合

、

(
37

)

婚
約

中

に
す

で
に
婚
約

者

間

に
性

交

渉

が
存

し
た

な

ら
ば

内
げ
8

σq
ゲ
ヨ
き

は
必

ず

し
も
返

還
す

る
必

要

は

な

い
と

さ

れ

る
。

さ

て
、

一
方

ω
臣
冨
o
o
島

に

つ
い

て
見

て

み
よ
う
。

(
38

)

「
夫

婦

法
」

で

は

ω
露
島
o
o
伍

と

は

ω
三
ロ
ピ

9。
昌
器

σQ
と
呼

ば

れ
、

そ

の
意

味

す

る

と

こ

ろ
は
、
娘

を
養
育

し
た

諸
費

用

で
あ

る
。

(
39

)

女

側

は
結

婚

に
際

し

ω
ぼ
霧
。
。
α

を
求

め

て
も
良

し
求

め
な

く

と
も
良

い
。

ω
露
房

。
。
α

は

囚
げ
。
。
σq
げ
ヨ
睾

と
同
様

、

女
側

の
両
親

又

は
後

見

人

の
所

有

に
帰

す
。

又
、

西
暦

一
九

〇
〇

年

以
前

は
離

婚

に
際

し
女

側

は

ω
ぼ
口
8
。
α

を
夫

に
返

還

し

な

け
れ

ば

な
ら

な

か

っ
た
が

、

こ
れ

と

て
西
暦

一
九

〇
〇

年

以
降

は

訳
ゲ
8

ゴ
ヨ
き

と
同
様

返

還

せ
ず
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(
40

)

と
も

良

く

な

っ
た

。

又
、

「
夫

婦

法

」
第

一
〇

九
条

に
よ

る
と
婚

約

中

に
女

が

死
亡

し
た
場

合

、
女

側

は

ω
霞
霧
。
。
鮎

を
返

さ
な

く

と

も

よ

い
。
逆

に
男

が

婚
約

中

に
当

該

女

と
性
交

渉

な

く
死
亡

し
た
場

合

、
女

側

は

ω
翫
霧
。
。
山

の
半

分

を
返

さ
な

く

て
は
な

ら

な

い
。

す

で
に

性
交
渉

が

存

す

(
41
)

る
場

合

は
全

く

ω
三
コ
ωo
。
α

を
返

さ
な

く

て
も

良

い
と

さ
れ

る
。

こ
れ

に
関

し
、

仏

暦

二
四
五

三
年

(西
暦

一
九

一
〇
年
)
最
高

裁
判
決

で

(
42
)

も
右
夫
婦
法
と
同
旨

で
あ

る
。

以
上
、
民
商
法
典
成

立
前

の
婚
約
規
定

に

つ
い
て
若

干

の
考
察

を
行

っ
た
が
、
次
節

で
は
右

の
婚
約
規
定
が
現
行
法
に

い
か
に
受
け
継

が
れ

て
い
る
か
検
討

し
て
み
よ
う
。

四
、
民
商
法
典

に
お
け
る
婚
約
規
定

e

一
九
三
五
年
家
族
法
改
正

の
い
き
さ

つ

一
九

三
五
年
家
族
法
に

つ
い
て
は
、
そ

の
施
行
後
約

三
〇
年
を
経
た

一
九
五
五
年
、
そ

の
改
正
が
検
討
さ
れ
始

め
た
。

一
九
五
五
年
九

月
七
日
、
閣
議
に
民
商
法
典
を
時
代
に
即
応
す
る
よ
う
改
正
す

る
議
案
が
当
時

の
首
相
ピ
ブ

ン
か
ら
提
出
さ
れ
た
。
閣
議

は
こ
の
議
案
を

(
43

)

可
決

し
法
制
局
長
に
、
最
初
に
民
商
法
典
第
五
編
家
族
法
に

お
け

る
女
性

の
権
利
に

つ
い
て
改
正
審
議
を
委
任

し
た
。

法
制
局
長

は
同
年

九
月

二
〇
日
に

「法
典
改
正
審
議
委
員
会
」
を
設
置

し
た
。

こ
の
審
議
は
そ

の
後
約

十
九
年
間

の
長
き

に
渡

り
継
続

(
44

)

さ
れ
、

一
九
七
四
年

十
月

七
日
、

一
応

の
審
議
終
了
を

み
た
。

こ
の
審
議

で
は
合
計

八
四
九
回
、
検
討
会
議
が
開
か
れ
、
五
四

の
条
文
が
新

た
に
加
筆

さ
れ
、
翌

一
九
七
五
年

三
月

四
日
、
改
正
草
案

(
45

)

は
閣
議

に
付
さ
れ
た
。

一
方
、

そ

の
前
年

一
九
七
四
年
十
月

七
目
タ
イ
王
国
憲
法
が
制
定
さ
れ
、

そ
の
第

二
八
条
第

二
項

で
、
「
男
女

は
平
等

の
権

利

を

有

す
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(
46
)
る
」

と
明
文
化
さ
れ
た
。

し
か
し
、
法
典
改

正
審
議
委
員
会

は
、
右
憲
法
制
定
以
前
に
最
終
改
正
案
を
起
草

し
終

っ
て
い
た

の
で
、
右
草

(
47

)

案

は
未

だ
、

一
九
七
四
年
憲
法
第

二
八
条

の
趣
旨
に
沿
う
も

の
で
は
な
か

っ
た
。

そ

こ
で
、
当
時

の
首
相

ク
ク
リ

ッ
ト
は
、
法
制
局
起
草

の
改
正
案

を
再
度
検
討
す

べ
く

一
九
七
五
年

四
月
八
日

「
法

典

再

審

議

委

員

会
」

を
設
置

し
た
。

こ
の
委
員
会

は
そ
の
後
、
首
相
交
代

に
よ
り

一
九
七
六
年
六
月
八
日

「民
商
法
典
第
五
編
改
正
再
審
議
委
員
会
」
に

(
48

)

名
称

を
代

え
、
又
委
員
も
若

干
名

の
人
事
異
動
が
あ

っ
た
が
、
審
議

は
続
行

さ
れ
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
右

一
九
七
四
年
憲
法
第

二
三
六
条

に
は
、
さ
ら
に

「
こ
の
憲
法
施
行

日
よ
り
数

え
て
二
年
以
内

に
男
女
が
平
等

の
権

(
49

)

利
を
有

す

る
よ
う
法
律

の
修
正
加
筆
が
為

さ
れ
な
か

っ
た
場
合
は
、
第

二
八
条
第

二
項

は

こ
れ
を
実
施

し
な

い
も

の
と
す

る
。
」

と
あ
り
、

二
年

以
内
、

つ
ま
り

一
九
七
六
年
十
月
六

目
ま

で
に
改
正
家
族
法
を
公
布

し
な
け
れ
ば
な
ら
な

か

っ
た
た
め
、
右
委
員
会

は
結
局
、

一
九

七
五
年

と

一
九
七
六
年

の
両
委
員
会

の
改
正
案

を
調
整

し
て

一
九
七
六
年
八
月
十

三
日
家
族
法
改
正
草
案

と
し
て
衆
議
院

に
提
出
し
た
。

(
50
)

そ
し

て
、

九
月
十
日
衆
議
院

通
過
、
九
月

一
一
三
日
参
議
院
通
過
、

一
九
七
六
年
十
月
五
日
公
布
さ
れ
た
。

口

婚
約
適
齢

一
九

三
五
年
公
布
民
商
法
第

五
編
家
族
法
第

一
章
婚
姻

は
第

一
節
婚
約

で
始
ま

っ
て

い
る
。
(
以
下
、
三
五
年
法
と
呼
ぶ
)

第

一
四
三
五
条

は

「
婚
約

は
男
満

十
七
才
女
満
十

五
才
を
も

っ
て
こ
れ
を
為
す

こ
と
が

で
き
る
。

男
又
は
女
が
未
成
年
者

の
場
合

は
、

両
親

の
同
意

を
必
要

と
す

る
。

父
又
は
母
が
死
亡
し
て
い
る
場
合

は
生
存
す

る
父
又
は
母

の
同
意
が

必
要

で
あ

る
。
男
又

は
女
が
父
又
は

母

と
同
居

し
て
い
る
場
合

は
、

そ
の
父
又
は
母

の
同
意

を
必
要

と
す
る
。

(
51

)

後

見

人

の

い
る
揚

合

は
、

後

見

人

の
同
意

を

必
要

と

す

る
。
」

と
規

定

し
て

い
る
。

右

の
如

く
、

男
女

で
婚

約
適

齢

が

異

な

る
。

し

か

し
、

一
九

七
六

年

改

正
家

族

法

(
以
下
、
現
行
法
と
呼
ぶ
)

一
四

三
五
条

で
は
、
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「
婚
約

は
男
女
共
に
満
十
七
才
を
も

っ
て

こ
れ
を
為

す

こ
と
が

で
き

る
。

(
52

)

(
53

)

右

の
規
定
に
反
す

る
婚
約

は
無
効

と
す

る
。
」

と
し
三
五
年
法
を
改
正
し
た
。

次

に
、

三
五
年
法
第

一
四
三
五
条

の
規
定
、
未
成
年
者

の
婚
約

に

つ
い
て
、
親

と
同
居
し
て

い
る
者

の
婚
約

に

つ
い
て
、
後
見
人

の
い

る
場

合

の
婚
約

に

つ
い
て
現
行
法
は
第

一
四
三
六
条

と
し
て
独
立

し
て
規
定

し
た
。

第

一
四
三
六
条

「未
成
年
者

が
婚
約

す
る
場
合
、
左

の
者

の
承
諾
を
要
す

る
。

①
両
親
が

い
る
場
合

は
両
親
。

②
父
又
は
母
が
死
亡

の
揚
合
又
は
親
権

を
喪
失

し
て
い
る
場
合

は
他

の

一
方

の
同
意
。

③
両
親

土
ハ、
生
存

し
な

い
か
両
親

と
も
親
権

を
喪
失
し

て
い
る
場
合

は
後

見
人

の
同
意
。

右

の
者

の
同
意

の
な

い
未
成
年
者

の
婚
約

は
取
消
す

こ
と
が

で
き

る
。
」

右

の
如

く
、
現
行
法

で
は
三
五
年
法

の
内
容

を
よ
り
明
確
に
し
た
。
又
、
同
意

の
な

い
婚
約

は
取

り
消
す

こ
と
が

で
き
る
し
、
同
意
な

き
婚
約

の
法
的
効
果
を
明
文
化

し
た
。

日

婚
約

の
方
式

三
五
年
法

一
四
三
六
条

で
は
、

「閑
ゲ
o
。
σq
げ
日
碧

と
は
男
側
が
女
側
に
結
婚
を
約
す

る
証
拠
且

つ
保
証

と
し
て
提
供

す
る
金
品

の
事

で
あ

る
。
婚
姻
後

は

閑
ぎ

。
σQ
ゲ
ヨ
き

は
女

の
所
有
物

と
な

る
。

ω
露
霧
o
o
似

と
は
男
側

の
両
親

又
は
後
見
人

の
婚
姻

の
承
諾

に
対
す

る
返
礼

と
し
て
差

し
出
す
金
品

の
事

で
あ
る
。

婚
姻
が
成

立
し
な

い
場
合

は
男
側

は

ω
三
島
。
。
α

の
返
還
を
請
求

で
き
る
。
」

と
規
定
す

る
。

本
条

で
は
タ
イ

の
婚
姻

慣
習
が
色
濃
く
表
わ
れ

て
い
る
。
"伝
統
的
な
婚
約

に
際

す
る
金
品
授
受
行
為
"
を

こ
こ
に
立
法
化
し

た

も

の
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で

あ

る

む

第

三
章

で
見
た
通
り
・
民
商
法
典
成
立
前

は
、
ぎ

曇

ー

は
婚
約
者

の

一
方

で
あ
る
女

の
所
有
物

に
な

る
の
で
は
な
く
、
婆

の

両
親

又
は
後

見
人

の
所
有

に
帰
さ
れ
た
。

し
か
し
、
民
商
法
典

で
は
右

の
原
則

を
変
更

し
、
写

。
。
--
げ
ー

は
婚
姻

を
も

っ
て
妻

の
個

人

財

産

と

な

る

の
で
あ

る
。

と

こ
ろ

で
・
ω
露
霧
o
o
ユ

に
関

し
、

一
九

七
六

年

の
衆

議

院

家
族

法
改

正
審

議

に

お

い

て
若

干
問

題

と
な

っ
た

。

霧

議
委
員
会
華

」

で
は
、
①

ω
葺

ω・
巳

は
時
袋

れ

の
懇

で
あ
る
事
、
②
男
が

ω
三
ロ
・。。
。
最

得

の
た

め
債
務
を
章

つ
事
態
が

生
じ

る
・
③

ω
蕾

。
a

馨

は
女
性
を
商
品

と
見
な
す
考

え
方

に
通
じ
る
懸
念

が
あ
る
、

と
の
奮

で

聲

ロ
.。
。
窺

定

は
削
除

さ
れ

て

い
た

む

し
か
し
・
同
草
黍

国
会

に
提
出
さ
れ
る
や
反
対
論
が
起

γ;

た
.

そ
の
奮

と
す
る
と

こ
ろ
は
、

ω
三
昌
.。
。
鎚

は
タ
イ
社
会

で
未
だ

広

く
行
な

わ
れ

て
い
る
風
習

で
脅

、
タ
イ

の
伝
統
的
慣
習

を
立
法

を
も

っ
て
維
持

す
べ
盛

あ
る
と

い
.つ
も

の
で
あ

っ
た
.
結

局
、

三

五
年

法
第

一
四
三
六
条

は
そ

の
ま
ま
現
行
法
第

一
四
三
七
条
に
受

け
継
が
れ

る
こ
と
と
な

っ
た
。

我
が
国

で
は
婚
約

と
は

「
将
来
鑛

す
る

こ
と

の
約
束

で
、
当
事
者
に
意

思
能
力
が
あ
れ
ば
有
効
に
成
立

し
、
蠕

の
取

り
か
わ
し
、

そ

の
他
慣
行
的
儀
式

を
伴
う
必
要

は
な
く
、
極
端
な
場
合
に
は
当
妻

二
人

の
秘
密

の
・
約
束

だ
け
で
あ

っ
て
も
よ

い
」

と
さ
れ
る
.

だ
が

タ
イ
国

で
は
伝
統
的
婚
約
慣
行
を
葎

に
よ

っ
て
規
定

し
、
婚
約
行
為
者

は
法
律

に
従
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と
に
し
た

わ
け

で

あ

る
。

さ

て
・

こ
こ
で
問
題

は
三
葦

法
第

西

ご
一六
条
及

び
現
行
法
篁

四
三
七
条
共
、
婚
約

に
は
必
ず

室

。
。
--
ゲ
ー

と

撃

昌
、。
。
傷

が
必
要

か
ど
う
か
は
明
確

で
な

い
。

右

の
点

に

つ
き
、
判
例

は
次

の
様

に
解
釈
す

る
。
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婚
約
に
お
い
て
は
男
側
は
女
側
に

察

・
曇

ー

を
差
し
出
さ
ね
ば
な
ら
な
い
.
こ
の
學

曇

暴

昌

具
体
的
な
會

照
で
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
.
髪

る
・
黎

の
婚
約
は
法
的
に
認
め
ら
れ
亀

.
又
、
姿

量

ー

は
必
ず
婚
姻
前
に
男
側
が
差
し
出
さ
ね
ば
な
ら

な

い
。
婚
姻

後

又

は
久

鳳

か

ら

の

囚
げ
o
o
σQ
7
ヨ
き

は
認

め

ら
れ

妬

W
。

し

か

し
、

そ

の
後

、
最

高

裁

判
決

は

一
致

せ
ず

、
今

日

ま

で
、

婚

約

に

お

い
て

区
ぎ

。
σq
ず
ヨ
磐

を
婚
約

成

立

要
件

と

す

る
判

決

と
要

件

と
し
な

い
判
決
が
出

さ
れ

て
い
る
.
た
叢

高
裁

の
現
在

の
見
解

は
、
餐

曇

ー

必
要
論

に
傾

い
て

転
絶
・
従
来
・
法
制
局

は
不

要
論

の
立
揚
を

と

.
て
来
た
が
、
現
在

、
法
制
局

で
審
議
中

の
改

正
鑛

法
笙

四
三
七
条

で
は

「婚
約

は
男
禦

女
側
に
将
来
婚
姻
す

る
証
拠

と
し
て

奪

尋

ー

を
譲

り
渡

す

こ
と
に
よ
り
成
立
す

る
。
」

と
し
、
最
高
裁

の
見
解

と

薮

さ
難

・
(。・
謬

.
幽
の
要
不
要

に

つ
い
て
は
後
述
す

る
。)

次

に
問

題

と
な

る
事

は
、

国
ぎ

o
σQ
げ
ヨ
磐

の
所
有

関

係

で
あ

る
。

三
五
年

法

、
現

行

法

土
ハに

「婚

姻

を

も

っ
て
そ

の

囚
ゲ
o
o
σQ
ゲ
ヨ
餌
ロ

は
女

の
所

有

物

と

な

る
。
」

と
規

定

し

、
従

っ
て
婚

約
成

立

後

・
婚

姻

ま

で

の
期

間

、
写

。
。
αq
ゲ
§

は
依

然

と
し

て
男

に
所
有

権

が

あ

る

こ
と
に

な

る
。

そ

し

て
、

仮

に
婚

姻

に
到

ら
な

か

っ
た
揚
合

・

女

側

は
、

原

則

と

し

て

凶
げ
o
。
σq
ゲ
ヨ
き

を
返

還

し

な
け

れ
ば

な

ら

な
(脚

第

三
章

で
見
た
通
り
、
民
商
法
成
立
前

に
お
い
て
も

訳
ぎ

σq
ぎ

9
・

は
婚
姻
に
よ
り
女
側

の
所
有

に
帰
す

こ
と
に
な

っ
て

い
た
・
故

に
、
囚
ず
。
。
σq
ゲ
ヨ
碧

の
所
有

関

係

は
伝

統

的
慣

習

を

そ

の
ま

ま
規

定

し
た

と
言

え

る
。

し

か

し
、
右

の
如

く

ス
ゲ
。
。
σq
げ
ヨ
§

の
所
有

権

が
婚

約
成

立
後

、

な

お
男

側

に

あ

る

の
は
女

側

に
と

っ
て
極

め

て
不
安

定

な

立

場

を

も

た

ら

し
、

好

ま

し

く
な

い

と

の
意

見
が

今

日
提

起

さ

れ

て

い
る
。

そ
し

て
、

現
在

審

議

中

の
改

正
家

族
法

草

案

で
は
、

婚

約
成

立

と
同

黛

賑

ぴ
。
。
-、
ゲ
ー

は
女
側

に
所
有
権
が
移
転

す
る
と
し
、
伝
統
的
莫

げ
薦

ゲ
　

昌

の
所
有
権
論
を
大
き
く
変
更

し
た
も

の
と
な

っ

て

い

る

。
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尚

、
も

し
婚

姻

前

に
男
が

死

亡

し
た
揚
合

、
及

び
男

側

に
帰

責

す

べ
き
事

情

に
よ

り
婚
姻

に
到

ら
な

か

っ
た
場

合

は
、
女

側

は

囚
プ
o
・

o
讐

ヨ
き

を

返

還

す

る
義
務

は
な

い
。

(現
行

一
四
四

一
条
、

一
四
四
三
条
)

次

に

ω
翫
霧
o
o
ユ

は
婚

約

に
際

し
必

要

で
あ

る
か
。
条

文
中

に
明
確

な
規
定

は
な

い
。

判

例

及

び
通

説

で

は
婚

約

に

際

し

ω
霞
房
。
o
α

は
必

ず

し
も
必

要

で
は

な

い
、

つ
ま

り
婚

約
成

立

要
件

で
は

な

い
と
し

て

い

る
。
従

っ
て
、
ω
鐵
諺
o
。
亀

は
婚

姻
後

に
差

し
出

さ

れ

て

も

(
62

)

さ
し

つ
か
え
な

い
。

右
に
見
る
如
く
、
従
来

閑
ぎ

o
讐

ヨ
き

と

Qっ
窯
ロ
8
0
ユ

は
法
律

で
定
義
さ
れ
る
に
止

ま
り
、
婚
約

の
成

立
要
件

か
否

か
は
判
決
及
び

学
説

の
解
釈
に
依

っ
て

い
た
。

し
か
し
、
現
在
進
行
中

の
改
正
家
族
法
草
案

で
は
、
婚
約
成
立
要
件

と
し
て

閑
ぎ

。
σq
ゲ
B
§

の
授

受

行

為
を
規
定
し
、
ω
訂
霧
。
。
山

は
要
件

と
し
な

い
旨
、
明
確

に
さ
れ
た
。

尚
、
婚
約
後
婚
姻

に
到

ら
な
か

っ
た
揚
合
、
女
側
は

ω
三
諺
。
o
鎚
を
返
還
す

べ
き
か
否
か
に

つ
き
条
文
中
明
確

で
な

い
。
判

例
は
結
婚

式
後
、
婚
姻
届
を
出

さ
な

か

っ
た
場
合

の
事
例

で
は
、
女
側
に
帰
責
事
由
が
存
す

る
時
・
男

は

Gっ
露
霧
。
o
山

の
返
還
を
請
求

で
き
る
と
掘
ボ

。

軟

忙
三
五
年
法

一
四
三
七
条
、
現
行
法

一
四
三
八
条

で
は

「
婚
約

は
裁
判
所
が
当
該

婚
姻
を
強
制

す
る
理
由

と
は
な

ら

な

い
。
」

と
規

定

し
、
当
事
者

に
婚
約
破
棄
権
を
認

め
て
い
る
。

囚

婚
約
違
反

三
五
年
法

一
四
三
八
条
ー

三
九
条

及
び
現
行

一
四
三
九
ー

四
〇
条

で
は
婚
約
違
反
に
関
す

る
規
定
が
定
め
ら
れ

て
い
る
。

現
行
第

一
四
三
九
条

で
は
、
「
婚
約
成
立
後

、
当
事
者

の

一
方
が
婚
約
違
反
を

し
た
揚
合
、
他

の

一
方

は
損
害
賠
償
を
請
求

で
き

る
。

ス
ゴ
。
。
σq
げ
ヨ
鋤
口

が
存

す

る
時
、
男
が
婚
約
違
反
を
し
た
揚
合

訳
7
。
o
σq
ゲ
ヨ
き

は
女

の
所
有
物

と
な
る
。
女
が
婚
約
違

反
を

し
た
場
合

ス
7
0
0
σq
げ
ヨ
⇔
ロ

は
男

に
返

還
さ
れ
る
。
」

三
五
年
法

で
は
右

の
如
き
、
女
側

に
帰
責
す

べ
き
事
由

の
存

す
る
場
合

の
規
定
が
な
か

っ
た
。
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損
害
賠
償

の
内
容

に

つ
い
て
は
現
行

一
四
四
〇
条

に

「損
害
賠
償

は
以
下

の
内
容

に

つ
き
請
求

で
き

る
。

①
当
事
者

の
身
体
、
名
誉

に
対
す

る
損
害
。

②
当
事
者

又
は
両
親

又
は
両
親

の
地
位
に
お

い
て
行
為

を
す

る
者
が
誠
実
に
且

つ
適
当
に
婚
姻

の
準
備
を
行
う
た

め
支
出

し
又
は
債
務

を
負

う

こ
と
に
よ
り
被

っ
た
損
害
。

③
当
事
者
が
婚
姻
を
予
定

し
、
適
当
に
自

己

の
財
産

を
処
分
し
又
は
自
己

の
職
業

を
処
理

し
た
事

に
よ
り
被

っ
た
損
害
。

女
が
損
害
賠
償
請
求
権
者

で
あ

る
時
、
裁
判
所

は

ズ
}さ
。
σq
げ
日
雪

の
全
部

又
は

一
部
を
当
該
損
害
賠
償

に
充
当
す

る
事

の
決

定

を

す

る
事
、

又
は
当
該

凶
ゲ
。
。
σQ
ザ
ヨ
碧

を
考
慮

に
入
れ
ず
損
害
賠
償
を
為

さ
し
め

る
事
が

で
き
る
。
」

と
あ
る
。

三
五
年
法

一
四
三
九
条

も
右

と
同
旨

で
あ

る
。

こ
こ
で
興
味
あ

る
点
は
第

一
項

で

「身
体

・
名
誉
」
と

い
わ
ゆ
る
人
格
的
利
益

の
侵
害

に
対

し
て
規
定
さ
れ
て

い
る
が
、
精
神
的
損
害

に

つ
い
て
触
れ

て
い
な

い
事

で
あ
る
。

従

っ
て
本
条

に
よ
れ
ば
、
婚
約
違
反
に
よ
り
当
事
者

の

一
方
が
著

し
い
精
神
的
苦
痛
を
被

っ
た
場
合

で
も
、

い
わ
ゆ
る
慰
謝
料

の
請
求

は
で
き
な

い
。

田

婚
約

の
解
消

三
五
年
法
第

一
四
四

一
-

四
四
条

は
婚
約
解
消
及
び
そ
れ
に
伴
う
損
害
賠
償

に
関

す
る
規
定

で
あ

る
。

第

一
四
四

一
条

で
は

「
婚
約
当
事
者

の

一
方

で
あ
る
女
に
重
大
な
事
歯
が
存

す
る
た
め
当
事
者

の
他
方

の
男
が
婚
姻
を
承
諾

し
な

い
揚

合
、
女

は

区
ゲ
o
o
讐

日
碧

を
返
還
す
る
も

の
と
す
る
。

又
、
当
事
者

は
双
方
共
損
害
賠
償
を
請
求

し
な

い
。
」

続

く

一
四
四

二
条

で
は

「
婚
約
当
事
者

の

一
方

で
あ
る
男

に
重
大

な
事
由
が
存
す

る
た
め
当
事
者

の
他
方

の
女
が
婚
姻

を
承
諾

し
な

い

場
合
、
女
は

国
ゲ
o
o
ぴq
ず
ヨ
き

を
返

還
す

る
必
要

は
な

い
。

又
、
当
事
者

は
双
方

と
も
損
害
賠
償

を
請
求

し
な

い
。
」
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又
、

一
四
四
三
条

で
は

「第

三
者

た

る
男
が
婚
約
当
事
者
た

る
女

と
姦

通

し
た
場
合

、
当
事
者

た
る
他
方

の
男
は
右
第

三
者

に
対
し
損

害
賠
償

を
請
求
す

る
こ
と
が

で
き
る
。
」

と
あ

る
。

右

の
様

に
三
五
年
法

で
は
婚
約

は
解
消

す
る
こ
と
が

で
き

る
旨

の
明
確

な
表
現
が
な
さ
れ

て
い
な

い
。

又
、
婚
約
解
消
に
伴

う
損
害
賠

償

は
第

一
四
四
三
条

の
場
合

に
の
み
認

め
ら
れ

て
い
る
に
す
ぎ
ず
、
従

っ
て
、

い
か
な
る
場
合

で
も
女

か
ら
男
に
対

し
て
損
害
賠
償

は
請

求

で
き
な

い
も

の
と
さ
れ

て
い
た
。

し
か
し
、
現
行
法

で
は
右

の
原
則
を
変

更
さ
せ
た
。
す
な
わ
ち
、
現

行
第

一
四
四
二
条

で
は

「
婚
約
当
事
者

た
る
男
が
当
該
女

と
婚
姻
す

る
事
を
適
当

で
な

い
と
思
う
重
大
な
事
由

の
存
す

る
時

、
右
男

は
婚
約
を
解

消
す
る

こ
と
が

で
き

る
。

こ
の
場
合
、
女

は

ス
げ
。
。
讐

ヨ
き

を
返
還

し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
」

そ
し

て
、
第

一
四
四
三
条

で

「
婚
約
当
事
者

た
る
女
が
当
該
男

と
婚
姻

す

る
事
を
適
当

で
な

い
と
思

う
重
大

な
事
由

の
存

す
る
時
、
右

女

は
婚
約
を
解
消

す
る

こ
と
が

で
き

る
。

こ
の
場
合
、
女

は

区
ゴ
o
o
σq
ケ
ヨ
9
コ
を
返

還
す
る
必
要

は
な

い
。
」
と
し
て
、
婚
約
解
消
権
を
明

確

に
し
た
。

続

く
第

一
四
四
四
条

で
は

「婚
約
解

消

の
原
因
が
婚
約
後
、
当
事
者

の

一
方

の
極

め
て
悪
質
な
行
為
に
よ

る
も

の
で
あ

る
時
、
右
行
為

者

は
他

の

一
方

に
対
し
婚
約
違
反

と
同
様

の
損
害
賠
償

の
責
任
を
負

う
。
」

と
す
る
。

従

っ
て
、
現
行
法

で
は
婚
約
解
消

の
原
因
が
、
男
女
ど
ち
ら

の
側
に
存

し

て
も
、
そ

の
原
因
が
①
婚
約
後

に
為

さ
れ
、
②
極

め
て
悪
質

な
場
合

、
他

の

一
方

は
損
害
賠
償
を
請
求

す
る
こ
と
が
可
能
な
わ
け

で
あ
り
、

三
五
年
法
を
大
幅

に
改

正
し
た
。

し
か
し
、

三
五
年
法
第

一
四
四

三
条

の
姦

通
に
よ
る
損
害
賠
償
請
求

の
規
定

は
、
現
行
法
に
お

い
て
、

よ
り
詳
細

明
確

な
表
現
に
改

め

ら
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
現
行
第

一
四
四
五
条

で
は
、
「
当
該
女
が
婚
約
中

で
あ

る
事

に

つ
い
て
第

三
者
た
る
男
が
知

っ
て

い
な

が

ら
、

又

は
知

る
べ
き
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
右
第

三
者

た
る
男
が
右
女

と
姦
通

し
た
た
め
に
、
婚
約
者

の
他
方

で
あ
る
男
が
第

一
四
四
二
条

に
従

い
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婚
約
解
消
を
申

し
渡

し
た
場
合
、
右

婚
約
者

の
他
方
で
あ

る
男

は
第

三
者
た
る
男

に
対

し
損
害
賠
償
を
請
求
す

る
事

が

で

き

る
。
」
と
規

定

し
て

い
る
。

さ
ら
に
、

一
四
四
六
条

で
は

「当
該
女
が
婚
約
中

で
あ

る
こ
と
を
知

り
、
又
は
知

る
べ
き
に
も
か
か
わ
ら
ず
右
女
を
強
姦

し
、

又
は
強

姦

を
試

み
た
他

の
男

に
対

し
婚
約
者

た
る
男

は
損
害
賠
償

を
請
求
す

る
こ
と
が

で
き
る
。

こ
の
揚
合
、
婚
約

の
解

消
を

す

る

必

要

は

な

い
。
」

と
規
定

し
て
い
る
。

右

の

一
四
四
五
条

は
三
五
年
法

に
も
規
定
さ
れ
て

い
た
が
、

一
四
四
六
条

の
内
容

は
三
五
年
法

に
は
無
か

っ
た
規
定

で
あ
る
。

と

こ
ろ
で
、
右
現
行

一
四
四
五
条

に
は
次

の
批
判
が
為

さ
れ
て
い
る
。

つ
ま

り
、
婚
約
中

の
男
が
他

の
女

と
姦
通
し
た
場
合

に
対

し
て
も
同
様

の
規
定
、
1

婚
約
者

た

る
他

の

一
方

の
女
が
右
男

と
姦

通
し

た
第

三
者

た
る
女
に
対

し
損
害
賠
償

を
請
求
す

る
こ
と
が

で
き

る
旨

の
規
定
i

を
設
け

る
べ
き

で
あ
り
、
現
在

の
規
定
は
男
女
同
権

で

(
64

)

な

い
、
と
言
う
も

の
で
あ
る
。

こ
の
点

に

つ
い
て
現
行
家
族
法
改
正
審
議
委
員
会

で
論
議

さ
れ
た
結
果
、
右

の
批
判
に
対

し
、

そ
の
考

え
は
過
度
な
男
女
平
等
観

で
あ

(
65
)

る
と
し
、
右
意

見
を
採
用

し
な
か

っ
た
。

又
、
審
議
委
員
会

で
は
根
本
的
に
婚
約
違

反
及
び
婚
約
解
消
に
伴
う
損
害
賠
償
規
定
、

そ
し
て
、
延
て
は
婚
約
規
定

そ

の
も

の
を
不
要

と
し
、

一
般

の
契
約
条
項
を
適
用
す
れ
ば
足

り
る
と
の
批
判
も
な
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、

こ
の
意
見

は
ご

く
少
数

で
あ

り
、
大
勢

は
婚
約
規
定

は
タ
イ

の
伝
統
的
慣
習
文
化
を
維
持

す
る
上

で
必
要
な
規
定

で
あ
る
と

(
66

)

の
意

見

で
あ

る
。
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前
章

に
お

い
て
我

々
は
現
代

タ
イ
婚
姻
法
に
お

い
て
、
伝
統
的
慣
行

で
あ
る
婚
約
行
為
が
ど

の
様

に
実
定
法

と
し
て
規
定

さ
れ

て
い
る

か
に

つ
い
て
考
察

し
た
。
法

の
社
会
的
機
能
を
考
察

し
よ
う

と
す
る
な
ら
ば
、
次

に
我

々
が
検
討

し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
事

は
、

で
は

一

体
、
現
実
社
会

に
お

い
て
婚
約

は
ど

の
程
度
行
な
わ
れ
て
い
る
か
と

い
う
点

で
あ

ろ
う
。

、

、

(
67

)

こ
の
問

い
に
適
格

に
答

え
る
公
的
資
料

又
研
究
調
査

は
存

し
な

い
が
、
次

の
興
味
あ
る
デ
ー
タ
を
引
用

し
、
検
討

し
て
み
た

い
。

(
68

)

こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

は

一
九
七
七
年
当
時

バ

ン

コ
ク
市
内

に
あ
る
四

つ
の
教
育
省
職
業
教
育
局
付
属
総
合
職
業
学
校

の
学

生

(
男
、

五
四
三
人
、
女
、
四
九
二
人
、
内
独
身
者
八
五

・
】
%
)
を
対
象

に
し
た
も

の
で
あ
る
。

調
査

は
各
学
校
長

の
協
力
を
得
、
各
教
師
が
協
力
し
授
業
中
に
質
問
用
紙
を
配
布
、
記
入
さ
せ
た
た
め
回
収
率

は
九

四

・
一
%

で
あ

っ

(
63

)
た
。又

、
総
合
職
業
学
校
を
対
象

と
し
た
理
由

と
し
て
、

こ
の
学
校

の
入
学
資
格

は
満
十
五
才
以
上

の
小
学

課
程

四
年
終
了
者

で
あ
れ
ば
誰

で
も
入
学

で
き

る
為
、
学
生

は

一
般
社
会

人
も
含

み
、
又
年
令
分
布
範
囲
が
広

い
こ
と
、
従

っ
て
、
特
定

の
年
令
層

に
か
た
よ
ら
ず
、
よ

(
70

)

り

一
般

的
意

見

が

反
映

さ
れ

や
す

い
と

し

て

い
る
。

(
71

)

本
調

査

で
は
婚
姻

全

般

に
関

す

る
質

問

が

な

さ
れ

て

い
る
が
、

こ

こ
で
は
本

稿

に
直
接

関

係

の
あ

る

「囚
ゲ
o
o
αq
げ
導
雪

。Go
臣
畠
o
。
儀
」
に

つ
い
て

の
調

査

結

果

に
注

目

し

て
み

よ
う
。

左

の
数

値

か
ら

、
男

性

一
五
-

二
四
才

の
五

八
%

、

二
五
-

三
四
才

の
四
八

・
五
%

、

三
五
才

以

上

の
五
八

・
八
%

、

男

性
全

体

で
五

五

・
入
%

が

婚
姻

に
際

し

ω
露
霧
o
o
飢
・累
ゲ
o
o
σq
ゲ
3
碧

を

必
要

と
す

る

と
答

え

て

い
る
。

一
方

、
女

性

の

一
五
-

二
四
才

の
七

二

・
七

%
、

一
一五
ー

三

四
才

の
六
六

・
三
%

、

三

五
才

以

上

の
七

五
%
、

女

性
全

体

で
六

九

・
七
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Shinsood及 びKhooghmanに 対 す る意 見

(72)

100%

15-24歳

25-34歳

35歳 以上

合 計

「 どちらでもよい

58%必 要 19.9

不 必 要

6.3
%
15.8%

無 回 答

72.7%必 要
7.3%

不必要%
4.4 15.6%

無 回 答

}
どちらでもよい

どちらでもよい

48.5%必 要 23.5%不 必 要 努
23.5%

無 回 答

男

女

男

女

男

女

,

、

!

㌧ 66.3%必 要
8.蓬%

不必要

22.9%

無 回答

X2 .4%
どちらでもよい

「 どちらでもよい

58.8%必 要
17.fi%

不 必 要

5.9

%
17.6%

無 回答

75.0%必 要
8.3

%
Ifi.7%

無 回 答

Lど ちらでもよい

「 どちらでもよい

55.8%必 要
19.5%

不 必要

5.8
%
16.5%

無 回答
男

女

1

69.7%必 要

1

7.3%

不必要

Ifi.4%

無 回 答

L3 .8%
どちらでもよい
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%

が

ω
げ
ぎ
ω
o
o
餌

訳
ぴ
o
o
σq
『
ヨ
鋤
⇒

を
必
要

と
す

る
と
答

え
た
。

次

に

、
ω
三
霧
o
o
鎚

囚
げ
。
o
αq
ゲ
3
§

は
婚

姻

に
際

し

て
不
要

と
答

え

た
者

は
、

男
性

一
五
-

二
四
才

の

一
九

。
九
%

、

二
五
ー

三

四
才

の

二
三

・
五
%

、

三

五
才

以
上

の

一
七

・
六
%

、
男

性

合

計

で
は

一
九

.
八
%

で
あ

る
。

女

性

で
は

一
五
-

二
四
才

七

・
三
%

、

二
五
-

三

四
才

八

・
四
%

、

三
五
才

以
上

八

・
三
%

で
全
体

で

七

。
三
%
が

不
要

と
答

え

た
。

ω
三
霧

o
o
ユ

峯

6
。
σq
び
ヨ
き

は
男
性

か
ら
女

性

に
提
供

さ

れ

る
物

で
あ

る
か

ら
、

女

性
が

必

要

と
答

え

る

の
は
道

理

で
あ

ろ
う
。

一
方

、

男

性

は
提
供

す

る
側

で
あ

る
が
、

数

値
上

で
は
必
要

と
す

る
者

は
約
半

数

で
あ

り
、

不
必

要

と
す

る
も

の
は
約

2
割

程

度

で
あ

る
。

「
ど

ち

ら

で
も

よ

い
」
、

「
無

回
答

」

と
答

え

た
者

も

か
な

り

い
る
が

、

こ
れ
ら

の
者

が

伝

統
的

観

念

を
持

つ
両

親

の
意

見

に

従

う

な

ら

ば

、

「
必
要

」

と
す

る
者

は
増

え

る

で
あ

ろ

う
。

右

の
結

果

か
ら
、

男

性

の
約

五
割

、

女

性

の
約

七
割

が

ω
三
島
。
。
α

囚
ぎ

。
αQ
ゲ
ヨ
§

を

必
要

と

し
、
逆

に
、

男
性

の
約

二
割

、

女

性

の

約

一
割

は

不

必
要

と
考

え

て

い
る
。

厳

密

に
言

っ
て
、

右

の
調
査

は

婚
姻

に
際

し

て
、
ω
三
コ
ωo
。
鎚

訳
げ
o
o
σq
げ
ヨ
⇔
昌

を

必
要

と
す

る
か
否

か
を
問

う
も

の
で
あ

り
、

婚
姻

そ

の
も

の
を
必

要

と
す

る
か
否

か
を

問

う
も

の
で
は
な

い
。

だ
だ

、
ω
三
霧
o
。
自

函
げ
o
o
αq
ず
ヨ
き

を

必

要

と
す

る

と

い
う
考

え

は
、

「
婚
約

」

と

い
う
観

念

を

当
然

に
前

提

と
し

て

い

る
と
考

え

ら

れ

る
か

ら
、
右

の
結

果

か
ら
、
ω
三
霧
。
o
α

閑
ぎ

。
σq
ず
ヨ
雪

を

必
要

と
答

え
た
者

は
婚

約

を
当
然

に
肯

定

す

る
者

と

み
な

さ
れ

て
よ

い
で
あ

ろ
う
。

六

、

む

す

び

に

か

え

て

タ
イ
法
制
史
研
究
に
と

っ
て

「
三
印
法
典
」
は
欠

く

こ
と
の
で
き
な

い
重
要
な
文
献

で
あ

る
が
、

タ
イ
法
学
界

で
さ
え
未
だ
十
分
な
研
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(
73

)

究
が
為
さ
れ

て
お
ら
ず
、
本
稿

で
も

「
三
印
法
典
」

の

一
部
分
に
触
れ

る
に
止

っ
た
。

タ
イ
国
近
代
史
、
特
に

一
九
世
紀
末

か
ら

二
〇
世
紀
初
頭
に
か
け

て
行
な

わ
れ
た
近
代
的
法
典
編
纂
事
業

の
結
果
、
タ
イ
国
も

い
わ
ゆ

る
近
代
法
治
国
家

の
仲
間
入

り
を
果
た

し
た
わ
け

で
あ
る
が
、

こ
こ
で
見
逃

し
て
は
な
ら
な

い
点

と
し
て
、

そ
れ
以
前

の
タ
イ
社
会

(
問

題
は
あ
る
が
こ
れ
を
仮
に
前
近
代
社
会
と
し
て
お
こ
う
)

の
法
と
近
代
法
典
と

の
関
係
性
が

あ
る
。

つ
ま
り
、

タ
イ
前
近
代
社
会

の
い
わ
ゆ
る
伝
統
法
あ

る
い
は
法
慣
習
が
近
代
法
典
成
立
に
と

っ
て
ど

の
程
度
影
響
を

持

っ
て

い
た

の

か
。

さ
ら
に
、

タ
イ
近
代
化
過
程
に
お

い
て
伝
統
的
文
化

(法
慣
習
)
は

い
か
に
存
続

し
て
い

っ
た
か
。

本
稿

で
は
右

テ
ー

マ
の
基
礎
作
業

と
し

て
、
婚
姻
慣
習
上

の
伝
統
的
観
念

(婚
約
)

の
現
行
法
に
お
け
る
継
受

の
素
描
及

び
そ
の
変

貌

の
過
程

の
考
察
を
試

み
、

そ
の
結
果
、
タ
イ
で
は
伝
統
的
婚
姻
慣
習

で
あ
る
婚
約
を
立
法
化
し
、
婚
約
を
行
な
お
う
と

す

る

当

事

者

の

(従

っ
て
、
婚
約
を
取
り
行
な
わ
な
い
者
は
本
規
定
の
範
囲
外
に
あ
る
)
権
利
義
務
関
係

を
明
確
に
し
た

こ
と
が
理
解

さ
れ
た
。

「
婚
約
」
を
行

う
者

は
本
規
定
に
拘
束

さ
れ

る
が
、
「
婚
約
」
を
不
要

と
す
る
者

は
本
規
定
は
適
用
さ
れ
な

い
。
伝
統
文
化

を
近

代

的

法

典

に
調
和

さ
せ
よ
う
と
試

み
て
い
る
わ
け
で
あ

る
。

タ
イ
法
学
者

の
中

で
も
婚
約
規
定

を
特
別
設
け

る
必
要
性

に
批
判
的
な
見
解
が
あ
り
、
筆
者
も

こ
の
点

に

つ
き
疑
問
が
無

い
わ
け

で
は

な

い
が
、

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
か
ら
、
依
然
伝
統
的
婚
約
慣
習
が
維
持
継
続
さ
れ
る
可
能
性
が
高

い
と
推
察

で
き

る
故
、

こ
の
婚
約
規

定

の
存
在
価
値

は
失
な
わ
れ
て

い
な

い
と
言
え
よ
う
。
現
在
進
行
中

の
現
行
家
族
法
改
正
作
業

に
お

い
て
、
婚
約
規
定

は
さ
ら
に
ど

の
様

に
変

貌
す

る
か
、
今
後

の
動
向

が

】
層
注
目
さ

れ
る
も

の
で
あ
る
。

ぐ

注

〔

〕
内

は
筆
者

に

よ
る

タ
イ
文
書

名

の
邦

訳

で
あ

る
。

(
1
)

尋
ゴ
望
だ
」
歪
ヨ

3

切
●
切

2
●
hゆ
●
D」
、
W
一

〔
ラ
ー

マ
5
世
期
公
文
書

〕

の
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(
2
)

委
員
名

は
次

の
通

り
。
司
法

大

臣

ラ
ビ
親

王

(
委
員
長

)
、
前
司
法

大
臣

ピ
ジ

ッ
ト
親

王
、
民
事

裁
判
所

長
判
事

プ

ラ
ヤ
ー
プ

レ
チ

ャ

氏
、
刑

事

裁
判

所
長
判
事

プ

ラ
ヤ
ー

ク
ラ
イ

セ
氏

、

シ

ャ
ム
総

務
顧
問

ロ
ー

ラ

ン
ジ

ヤ

ッ
ク

マ
ン
氏

(
ベ

ル
ギ

ー
人
)
、
司
法
顧

問

力
ー

ク
バ

ト
リ

ッ

ク

氏

(
ベ

ル
ギ

ー
入
)
法

律
顧

問
政

尾
藤
吉
氏

(
日
本

人
)

の
七
名
。

(
政
尾
藤

吉

「
逞
羅

の
新
刑

法

に

つ
い
て
」
『
法
学
協

会
雑

誌
』

二
五
巻

十

一
号

明
治

四
十
年
。

一
六

二
三
ー

一
六

二
五
頁

。
)
尚

、

タ
イ
旧
刑
法

典

の
編
纂

過

程
及

び
そ

の
内
容

に

つ
い
て
は
日
本

文
献

で
は
次

の
も

の
が
あ

る
。
泉

二
新
態

「
邊
羅

国
刑
法
草

案
」
『
法
曹

記
事
』

一
七
巻

九

号

明
治

四
十
年

九
月

九
三
-

一
〇

〇
頁
。
岡

田
朝
太
郎

『
遙
羅

王
国
刑
法

法
典
』

大
正
十

三
年

十

一
月
三
十

日
。
政
尾

藤
吉

「
逞
羅

国
刑
法
草
案

」

『
法
学
協

会
雑

誌
』

五
号
明

治

二
十
五
年

七
三

四
-

七
三
六
頁

。
又
英

文

で
は
、
↓
。
鉱
。
三

ζ
。
。・9
。

、月

訂

2
。
≦

℃
魯

巴

O
。
紆

。
h

ω
団帥
ヨ
..

目
拓

匂
o
償
ヨ
鉱

o
h
昏
Φ
ω
一鋤
ヨ

ω
0
9
Φ
蔓

く
.
切

(
一
8

e

署

●
一
～
8

「
タ
イ
王
国

」
に
改

め

ら
れ
た

の
は

一
九

三
九
年

不
平
等

条
約
改

定

の
年
。

(
3
)
(-
)
塞

蜜
穿

づ箋

舞

家

暇
≦
}

蒙

鑑

を

2
3
訟

旨
般婁

藝

診

藝
三

謹

謹

曇

鵠
⑭貿

ヒ

黙

甑

δ
鋤華

類

卜二
撫

①鎧

鞘

鍬

無

撃
曝
露
雛
ポ
無

号
㌔
喚
民
事
訴
訟
法
及

ゆ
　

ぬ　

遷

讐

島
彗

島

塾

ム
註

霧

2
き

3
鋤
多

勢
霧

葭
舞
跳

霧

§
O
O
嘗
謹

切
昌
」
墨

罵

誹

蓬

ご
郵

」
窪

5
3

S
」

一

遭

く

ミ

の

避
ぎ

ゆ

3

⑭
量

竪

謹

づ
鷺
蓑

§

。
2
呈
6

;

睾

慧

習

哺
彗

聰

〔『
ラ
↓

5
世
治
政
下
に
お

け
る
法
律
及
び
裁
判
所

の
改
革
』
〕

(
5
)

目
本

の
事
情
に

つ
い
て
は
、
長
谷
川
正
安

・
利
谷
信
義

「
日
本
近
代
法
史
」
『
現
代
法

14
外
国
法
と
日
本
法
』
三
六
ー
三
八
頁
参
照
。

(
6
)

刑
法
に

つ
い
て
は
仏
、
伊
、
日
の
各
刑
法
が
参
考
に
さ
れ
た
と
言
わ
れ
る
。
詳
し
く
は
注
働
政
尾

・

「逞
羅

の
新
刑
法
に

つ
い
て
」
参
照
。

(
7
)

前
掲
。

(
8
)

一
九
三
二
年
六
月
二
七
日
公
布
サ
ヤ
ー
ム
国
暫
定
憲
章
に
始
ま
り
、
今
日
ま
で
13
の
憲
法
が
制
定
さ
れ
た
。

づ
軽

豊

2
豊

蓑

藷

豪

彗

づ
ま

2

ぎ

窪

菅

句
差
護
ぎ

(豊

誤

D」
翼

》
〔『タ
イ
国
憲
法
制
度
の

変
遷
』
〕

(
9
)

ラ
ー

マ
ー
世

の
勅
令
に
よ
り
編
纂
さ
れ
た

一
八
〇
五
年

の
タ
イ
語
法
典

の
こ
と
。
日
本
語
文
献
で
は
次

の
文
献
が
あ
る
。
石
井
米
雄

「
三
印
法
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典

に

つ
い
て
L
『東
南

ア
ジ

ア
研
究
六
巻

四
量

九
六
九
年

三
月

一
五
五
頁
.
同

「
タ
イ
の
伝
統
準

『
三
印
糞

』

の
性
肇

め
ぐ

っ
下

」

『
国
立
民
族
学
博
物
館
研
究
報
告
』
八
巻

一
号
十
八
ー
三
二
頁
。

(
10
)

石
井

・
前
掲
書

「
タ
イ
の
伝
統
法
…
…
」
十
九
頁
。

(u
)
蒼

3
詠
劃

F

嘗

ム
塾
塁

璽

飴碁
勇

謹

多

多
讐

義
3
幼鶉
叱ご

2
吻3
暢婁

奎

嵐

計

ミ

カ
　

曲
e
ピ
望

↓

～
煩
n」
評

螺
直
」

Co

〔
女

性

・
社

会

・
家
族

法
ー
離

婚
に

つ
い
て

の

一
考
察
〕

(21
)

旨

器
義

象

ム
ゴ

ヨ

潔
聖

巳
切
蓬

瓢
}

ρ
き
勢

2

嚢

2
ゴ

⊃
彗

2

肇

謹

巷

蚤

み

Σ

⊃
≦

義

議

ム

4

へ

健

く

ユ

か

(31
)

簾

脹

置

鰹

鷹

灘

譜

◎
躍

.偽ゴ
、
慧
謡
2

三

〔出
産
。
生
活
の
慣
習
と
ガ
一ア
ィ
ン
の
号
、伝
兄
〕

　捌　〔『欝

雲

墾

四叢

薫

　
馨

副

露影
イ鉾

α

(
16
)
瓢
曵

づ
ム
2
滋
コ
2
般
づ
⑭
吻
と
コ
2
婦
∂聲

虜
喝
塁

薯

馨

23

つ
q
塾

3

気

霞

晦

ヨ

3

魂

§

ム
3

葦

碁

旨

豊

罫

hゆ
摺

刈

〔
『経
済
的
な
結
婚
式
』
〕

冨
誤

」

hゆ
①

(
17

)

H
σ
己

這

℃
・
N
刈

(
18

)

一
露

α
・
風

(
19
)

餓
ピ

一
つ
ボ

o
や

9

;

℃
b

嵩

.

(
20
)

塾

芸

馬

。
コ

貫

三

①
ρ

か

(
21
)

≦
擢

～

階
ρ

。
一戸

一

ぐ

(
22
)

2

コ
3

董

謬

β

誉

～

コ
聖

謹

§

3

§

6

藝

h」

〔ゆ
鴇
一
y

彗

h・
8

〔『
三
印
糞

』〕

(

ミ

お
ご

蜜

ψ

づ
讐

」
§

蜜

h・
叢

①
り

彗

N
w
凶

〔昊

繧

』〕

(
24

)

一
げ
乙

●り

℃
。
N
膳
●
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n

43
u

((((((((((((((((((

424140393837363534333231302928272625
))))))))))))))))))

天

九
七
年
に
設
立
さ
れ
た
・
詳
し
く
肇

」
」
壽

塁

静

♂

審

5

3

塾

躍
2
δ

銘
と
」
肥

-ゆ
§

〔『
法
律
学
警

の
発
達
』〕

各
養

の
糞

は
2
種
類
の
打
ち
方
が
あ
る
が
、
本
稿
で
は
前
述

聾

4

著
の
条
文
糞

を
用
い
た
.

器

夢

鋪

裏

還

ぎ

趣
き

魯

ぎ

ぎ

簿

--蚤

〔『解
説
・夫
婦
法
』〕

一
げ
置

.℃

哨
・
N
躰
①
.

一
げ
箆

ご

℃
。
N
幽
Q◎
.

圃
び
凱

4

℃
.
刈
膳
.

一
げ
凱

.

置

己

.

一
ぴ
己

4

℃
・
刈
躯

一
江

F

こ

の

点

に

関

し

て

夫

婦

法

六

八

条

に

規

定

さ

れ

て

い

る

。

一
げ
置

・"
℃
唱
.
刈
切
ー

刈
①
●

一
げ
箆

壱

℃
.
鱒
㎝
○◎
●

一
げ
置

4

℃
・刈
心
・

一
げ
箆

・》
℃
・
N
心
P

一
げ
乙

ご

や
●
刈
鼻
◎

一
げ
乙

・"
唱
.
N
腿
P

一
げ
置

●》

唱
。
bo
凱
ρ

、

一

へ

一
義

長

謝
塾

5

2

3

護
♂

墜

眼
鉱
∠

皆

讐

⑪
6

韮

蓬

甕

皇

⑨
讐

2
蟄

ご

ピ
切
⑭≦

ご

F⑫
般β

旨

2
切
陰
ゴ
謬

嘘

へ

、

調
琴

島

雪
ゴ

0
島

3

切
コ
"
蓋

2
霧
詫

ぬ
要

藪

霧

む
多

2

つ
竪
蔓

⊃
劉

馨

詠

患

多

詮

コ
讐

だ
2
已
霧

農

』

ミ

て

コ
3

h」
U
h」
0
9

甥
ご
」

一
h」
ゆ

〔
「
民
商
法

第

五
編

の
改
正

と
改

正
に

お
け

る
重
要
点

」
〕



356

戸

。

♪

曳

鰭

≦
嚢

巳
助
般
ピ
∂
O
づ
幽
銘
ど
⊃
馨

窪

ム
算
◎
般
≦
⊃
づ
鼓

ご

ピ
切
⑭
譲

一
ー
①

Dψ
㎏
一
評

碧

⊃

』覇

D」

〔
『
二
五

一
七
年

民
商

法

墓

〕
以

下
引
用
す

る
嫁
族

法

の
条

文
は
同
書

に
依

る
一

へ

鷲

(駝
;

コ
;

ぎ

誓

ぎ

旨

讐

◎
6

差

蓬

　薯

　壽

彗

盈

虐

旨

殉三

よ

り

韮

2

欄

C・

〔罠

商
法
典
第

一
⊥
ハ
編
』〕

以
下
引
用
す
る
条
文
は
同
書
に
依

る
。

(
53
)

婚
姻
適
齢
が
男
女
共
十
七
才
以
上
と
改

正
さ
れ
た

こ
と
に
よ
り
、
婚
約
適
齢
も
そ
れ
に

一
致
さ
せ
た
。
詳

し
く
は

一
≦
鼠

譲

彗
2

謹

墓

婁

F璽

詠
…

童

野

3
凱
2
ム
曼

だ
勇

謹

轟

霧

3

切

4

』

4

織

艦

受

か

シ

シ

ミ

シ

の　

く

δ

暮
」謹

建

艶

叢

益

霧

毬

」
2

葛

鍵

彗

§

ご

窒

謹
巳
蓑

ゑ
ぱ

善

遷

⊃
窪

謬
;

3

h。
楮

y

藝

」

=
c。

〔
「家
族
法
起
草
に
お
け
る

一
般
原
則
と
理
由
」〕
以

下

一
≦
馳
ば
訟

蛾
切
巳

と
略
す
。

(
45
)

ゴ

謬

へ

。
宏

"3

三

輿

L

、

コ
リ

(
55
)

藤
木
英
雄
編

『
法
律
学
小
辞
典
』
(有
斐
閣

一
九

七
六
年
版
)
三
二
九
頁
。

(56
)

ぐ
憲

蓼

鞠
ぎ

書

蜜

ご
巳
切
慧

諺

彗

鑑

ム
§

≦
」
鼠

ご
讐

毘

ゑ

§

塁

罫

h-
団
h」ン

甥
置
2

一
hゆ
1
一
鳶

〔
『
解
説

民
商
法
第

五
編
家

族
法
』
〕

。

　衡

輩

ー

鼠

3
計

⑩
＼〔.
崩8

〔最
判
五
二
五
三

五
。
書

は
必
要
論
の
舞

例
で
あ
ゑ

nn

5150
uU

《C
6

((((((

494847464544
))))))

諏 窪暮難鋤
這

や

一
ω
O
。

匹
.鳩

℃
・
一
ω
ド

F

り

℃
娼
。
一
巽

1

一
ω
bの
.

眺

ゑ「護

卿β
餐

♂
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り

皆

益
蓋
悩

渥

β

醜

彗

ぎ

6
甥
芸

窪

謹

⊃
罫

5
ゴ
ゴ

』
銘

pゆ
9

3

η
3

哺

貿

シ

切
切
輔
と
コ
2
鐵
2
吻

扁
h」
。
一
(
と

・
瀞
・
N
㎞
h」
α
)
り

≦

さ

咽
心

〔
「
女
性

の
権
利

と
仏
暦

二
五

二
六
年
新
改

正
家
族
法

」
〕

(
59
)
コ
宏

註

ヨ

邑

哺
般{

這

讐

碁

3

当

ゴ

彗

5

⑭
陰

般
3

4
皆

讐

郵

6

錘

⊃
鎧

プ
罫

3

蚤

謬

嵩

碧

3

切

コ
O
犀
治
コ
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